
 

 

 

 

石狩市では令和３年 7 月から 9 月中旬までのわずか 2カ月半で２０件の

火災が発生し、令和３年の火災は２８件となっています。 

出火原因については現在、調査中のものもありますが【放火】、【たばこ】

が原因と考えられるものが多く発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021.9 Vol.22 

石狩市内で火災が急増しています！ 

石狩市で発生した火災の様子 

いしかり「防火」通信 

７月から 9月中旬までに発生

した火災は 1月から 6月に発生

した火災の 2倍を超えるペース

で発生していることになります！ 

一人ひとりの注意で、増加傾向

にある火災を防ぎましょう！ 
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放火やたばこによる火災を防ぐには 

放火の対策については、先月号で紹介しましたが、放火は個人での対策は 

もちろん、地域単位での対策も非常に効果的です。 

放火に関する傾向や対策については当組合ホームページ TOP から石狩消防署

をクリックし【いしかり「防火」通信】 2021.08 Vol.21 をご確認ください。 

 みなさんの力で石狩市から放火による火災を無くしましょう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：石狩消防署予防課 

〒０６１－３２１１ 石狩市花川北１条１丁目２番地３ 

Tel ０１３３－７４－７１６５ 

Fax ０１３３－７４－９８１４ 
ホームページ ツイッター 

たばこが原因となっている火災の多くは「たばこの

ポイ捨て」により発生しています。 

たばこは可燃物に接触した後、時間をかけてゆっく

りと燃え広がっていくことが多く、すぐには気付きに

くいのが特徴です。風が強い、空気が乾燥しているな

ど、その時の環境により小さな火種でも大きな火災に

発展することがあります。たばこを吸った後は、ポイ

捨ては絶対にせず、火が消えたことを確認して、きち

んと灰皿に捨てましょう。 

火災のほとんどは人的要因を含む原因で発生しているからこそ、普段から「ほんの

少し火災予防」を意識するだけで、火災の発生を防ぐことが出来ます。 

建物の周りに燃えやすい物は置かない、たばこのポイ捨てはしない、レジャーを楽

しんだ後はごみを持ち帰るなど、「ほんの少し火災予防」を意識して火災の無いまち

を目指しましょう。 

火災のほとんどは人的要因を含む原因で発生しています 


